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別紙様式（第4条関係）
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推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履行期間 成績評定点

完成年月日 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

この度、西北県土整備事務所長表彰を賜り、誠にありがとうございま
した。ご指導いただきました調査職員並びに関係職員の皆様に深く感謝
申し上げます。
本業務は現橋の架替事業における新設・撤去および道路・交差点の計

画設計を実施したものです。コスト縮減、現道交通の確保、周辺建物へ
の影響最小化など、架け替えならではの多くの課題がありました。ARを
活用した合同現地踏査では、多数の方々にご参加いただき、課題の理
解・共有だけでなく、コミュニケーションの深化にも効果を発揮し、円
滑な業務推進に非常に有効であったと実感しています。
この受賞を励みとし、さらなる技術研鑽と品質向上に努め、地域社会

の課題解決に貢献できるよう尽力してまいります。
代表取締役社長

齋藤 哲朗

管理技術者

竹田 竜一

本業務は、金木川河川改修に伴い架替が必要となった金木橋の橋梁詳細設計並びに付け替え道路・交差点の道
路設計を行ったものである。
橋梁に近接する交差点の路面高と河川の余裕高、新たに整備される堤防位置といった数々の制約がある中、径間

長を長く取ることで橋脚数を減らし河川内作業の低減による大幅な工期短縮とコスト縮減が図られる最適な橋梁形
式を選定・提案した。また、完成後の道路・交差点形状や河川改修後の橋脚位置などを３次元モデルで可視化し、
施工計画のシミュレーションや空間的な干渉チェックを行い、合同現地調査ではARの活用で橋梁計画を現地で視
覚化して提示するなど、発注者側の理解を深め、課題を共有する上で極めて有効であった。
以上、「他の模範となると認められるもの」に該当することから、青森県県土整備部優良建設関連業務に推薦す

るものである。

国道339号橋梁架替（金木橋）設計業務委託

五所川原市金木町菅原

竹田 竜一

大日本ダイヤコンサルタント（株）

令和7年4月23日～令和8年3月25日

橋梁詳細設計 N=1橋

50,831,000円

86点

佐々木 功雄

坂上 理紗子

西北県土整備事務所

三浦 巧巨

令和8年3月24日

～推薦様式について～

1枚目：県HPにおいて公表するものです。

2枚目以降：審査時に使用します。

  1枚目で説明しきれなかった内容

  を補足してください。

受賞コメント欄について

受賞コメントについては、受賞決定後に別途記
入を依頼しますので、推薦時の記載は不要です。

また、JVの業務で複数社の写真を貼付する場
合はご自由に編集していただいて構いません。

推薦理由 下線部について

「」には青森県県土整備部優良建設関連業務表
彰要領施行規程第2条（２）ア～エの中から記
入してください。

ア 委託業務成績評定点が特に優れているもの

イ 特筆すべき技術提案があったもの

ゥ 難易度が高い業務に対し優れた技術力を発

揮したもの

エ その他、他の模範となると認められるもの

3次元ﾓﾃﾞﾙによる施工計画のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ(抜粋)最適な橋梁形式の選定（経済性・施工性の評価見直し）

3次元ﾓﾃﾞﾙによる部材干渉ﾁｪｯｸ ARの活用

この度、西北県土整備事務所長表彰を受賞いたしました。本業務の遂行にあたり、多大なるご指導とご助言を賜りました調査職員の皆様に心より感謝申し上げます。
本業務は、現橋の架替に伴う新設橋梁の詳細設計や既設橋の撤去設計、交差点等の計画設計を実施したものです。コスト縮減や現道交通の確保、周辺建物等への影響最小化など架け替えならではの多くの課題がありましたが、ARを活用した合同現地踏査を実施し、他部署を含め多数の方々にご参加いただきました。AR技術の活用により、課題の理解が容易になっただけでなく、コミュニケーションの深化が図られ円滑に業務を進めることができました。
今回の受賞を励みとして、今後も新しい技術を積極的に活用しながら、インフラ事業の円滑化と品質向上に努めてまいります本業務は、現橋の架替に伴う新設橋梁の詳細設計や既設橋の撤去設計、交差点等の計画設計を実施したものです。コスト縮減や現道交通の確保、周辺建物等への影響最小化など架け替えならではの多くの課題がありましたが、ARを活用した合同現地踏査を実施し、他部署を含め多数の方々にご参加いただきました。AR技術の活用により、課題の理解が容易になっただけでなく、コミュニケーションの深化が図られ円滑に業務を進めることができました
本業務は、現橋の架替に伴う新設橋梁の詳細設計や既設橋の撤去設計、交差点等の計画設計を実施したものです。コスト縮減や現道交通の確保、周辺建物等への影響最小化など架け替えならではの多くの課題がありましたが、ARを活用した合同現地踏査を実施し、他部署を含め多数の方々にご参加いただきました。AR技術の活用により、課題の理解が容易になっただけでなく、コミュニケーションの深化が図られ円滑に業務を進めることができました
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